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平井中学校3年生の生徒が、令和4年11月9日に授業の一環で地方自治を学ぶため
議場見学をしました。
生徒たちは、議長席、議員席、町長席、傍聴席などに座り、町議会の様子を肌で感じ、
議会事務局職員の説明に対し、メモをとったり、質問をしたりと熱心な様子でした。
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出生から15歳に達する日以後の最初の３
月31日までの間にあるこどもに対し、月額
５千円を現金支給（口座振込）します。
※�クーポン券の窓口配布を廃止し、口座振
込へ変更となります。経過措置として、
令和５年度のみ月額７千円となります。

年　度 名　称 支給額
（月額） 支給方法 備考

令和４年度 次世代育成
クーポン １万円 クーポン

令和５年度 未来わくわく
支援金 ７千円 現金

（口座振込） 経過措置

令和６年度
以降

未来わくわく
支援金 ５千円 現金

（口座振込）

令
和
４
年
第
4
回
定
例
会

日の出町
「ひのでちゃん」

議案第59号
日の出町高校生等の医療費の

助成に関する条例

議案第58号
日の出町未来旅立ち支援金
の支給に関する条例

令和５年４月から、東京都において高校生等医
療費助成事業が開始されるため、日の出町が独自
に行ってきた高校生の医療費助成を、東京都の制
度へ移行するため、制定します。
東京都の制度では、所得制限及び受診１回につ

き200円の自己負担がありますが、日の出町は、
所得制限及び自己負担を設けず、現行制度と同様
に高校生の医療費無償化を継続します。

中学校を卒業するこどもに対し、10
万円（一時金）を現金支給します。経
過措置として、令和５年度のみ高校２
年生・３年生のこどもにも10万円を現
金支給します。
※�現在、高校生を対象として実施し
ている青少年育成支援金は廃止と
なります。

日の出町独自の福祉施策の見直しは、効率的で安定
した行財政運営と実効性が高く持続可能な行政サービ
スの提供を目指し、取り組んでいるものです。
この見直しについては、広報日の出特集号（10月17
日）やＨＰ等に掲載されています。

議案第57号　
日の出町未来わくわく支援金の支給に関する条例

広報日の出
特集号

田村町長
メッセージ
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○…賛成　×…反対　－…欠席＜町長提出議案＞

議 案 と 結 果

番号 議　　案　　名 自 レ 公 共 明 環 結　果
54 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度日の出町一般会計補正予算（第４号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認
55 自治功労者表彰につき同意を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意
56 日の出町個人情報保護法施行条例 ○ ╳ ○ ╳ ○ ╳ 可決
57 日の出町未来わくわく支援金の支給に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
58 日の出町未来旅立ち支援金の支給に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
59 日の出町高校生等の医療費の助成に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
60 日の出町印鑑条例及び日の出町事務手数料条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
61 日の出町監査委員条例の全部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
62 日の出町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
63 日の出町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
64 日の出町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
65 日の出町高齢者の医療費の助成に関する条例の全部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
66 日の出町元気に長生き奨励金支給に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
67 日の出町お年寄りにやさしい福祉基本条例を廃止する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
68 日の出町高齢者元気で健康に長生き医療費の助成に関する条例を廃止する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
69 日の出町がん医療費の助成に関する条例を廃止する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
70 令和４年度日の出町一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
71 令和４年度日の出町下水道事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
72 令和４年度日の出町介護保険特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
73 令和４年度日の出町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
74 庁舎南側外壁等改修工事請負契約の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
75 日の出町職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ － 可決
76 地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ － 可決

＜各会派の名称と所属議員＞
 会　派　名 略　号 所　　属　　議　　員　（ ★ 印 ･･･ 会派代表者 ）

自民蒼政クラブ 自 ★東 亨・小玉 正義・濵中 映慈・平野 隆史・川脇 敏徳・木住野 智行・濵中 直樹 7 人
レ モ ン の 会 レ ★青鹿 和男・大澤 弘子 2 人
公 明 党 公 ★嘉倉 治・縄井 貴代子 2 人
日 本 共 産 党 共 ★折田 眞知子 1 人
明 政 会 明 ★清水 浩 1 人
環 境 と い の ち 環 ★中西 千惠 1 人

令和４年第４回日の出町議会定例会

番　号 陳　　情　　名 陳　情　者 結　果

４陳情第５号

建設アスベスト被害の全面解決へ、アスベスト建材製造企
業の基金拠出等、「特定石綿被害建設業務労働者等に対する
給付金等の支給に関する法律」の改正を求める、国への意
見書を求める陳情書

東京土建一般労働組合
西多摩支部

執行委員長　宮崎　透
不 採 択

４陳情第８号 日の出町議会会議規則に「請願の紹介議員の成立手続の根
拠条文」を明記する改正を求める陳情

立憲共和党
代表　角田統領 継続審査

＜陳情＞
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一
般
質
問
　

一
般
質
問
　
町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
　
要
旨

　
要
旨

東
京
大
学
大
学
院
と
の
官
学
連

携
に
つ
い
て

今
回
の
官
学
連
携
の
意
義
は
。

「
給
付
か
ら
支
援
型
へ
の
移
行
」

の
一
助
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
と
な
る
こ
と
を
大
い
に
期
待

す
る
。

東
京
大
学
側
の
陣
容
を
伺
う
。

看
護
学
研
究
者
の
他
、
情
報
理

工
学
、
都
市
計
画
学
と
い
う
陣

容
。「
認
知
症
＝
高
齢
者
支
援

の
所
管
の
み
」
で
は
な
く
、
多

領
域
の
専
門
性
を
有
す
る
取
組

み
と
し
て
、「
教
育
現
場
及
び

ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
実
装
」

に
関
し
て
推
進
し
て
い
く
も
の
。

現
時
点
で
確
定
し
て
い
る
事
業

及
び
開
始
時
期
を
伺
う
。

今
回
の
Ｄ
Ｆ
Ｃ
共
創
プ
ロ
グ
ラ

ム
※ 1
と
し
て
活
用
さ
れ
る
「
Ｎ

︲
ｉ
ｍ
ｐ
ｒ
ｏ
（
ニ
ン
プ
ロ
）」

と
い
う
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
や
認
知

症
高
齢
者
の
視
点
で
疑
似
体
験

を
通
し
て
地
域
住
民
の
支
援
意

識
を
育
む
Ｖ
Ｒ
※ 2
に
よ
る
「
認

知
症
Ｖ
Ｒ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、
認

認
知
症
対
策
に
つ
い
て

東
京
大
学
の
研
究
が
当
町
へ
導

入
さ
れ
た
経
緯
と
背
景
を
伺
う
。

東
京
大
学
の
「
認
知
症
に
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
研
究
で

は
、
地
域
全
体
で
取
り
組
め
る

自
治
体
を
探
し
て
お
り
、
町
の

施
策
「
認
知
症
に
な
っ
て
も
大

丈
夫
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
」

と
も
方
向
性
が
一
致
し
て
い
る

た
め
導
入
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
町
の
認
知
症
対
策

に
つ
い
て
効
果
と
課
題
を
伺
う
。

支
援
や
医
療
機
関
等
へ
の
受
診

に
繋
が
る
効
果
が
あ
っ
た
一
方
、

認
知
症
で
あ
る
こ
と
を
受
け
入

れ
る
難
し
さ
や
、
情
報
提
供
が

な
い
た
め
、
支
援
の
手
が
届
か

な
い
課
題
が
あ
る
。

今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

認
知
症
は
誰
も
が
な
り
得
る
こ

と
の
普
及
啓
発
を
行
い
、
社
会

参
加
活
動
促
進
を
通
じ
た
地
域

支
援
体
制
づ
く
り
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
。

女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材
に
つ
い
て

「
地
域
女
性
活
躍
推
進
交
付
金
」

知
症
に
つ
い
て
学
ぶ
「
ｅ
︲
Ｌ

ｅ
ａ
ｒ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
」
の
３
つ
を

教
育
ツ
ー
ル
と
し
て
展
開
。
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
会

場
で
「
認
知
症
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
」
の
実
施
や
役
場
職
員

向
け
の
「
認
知
症
Ｖ
Ｒ
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
を
活
用
し
た
研
修
等
を

今
年
度
に
計
画
。
あ
く
ま
で
計

画
と
し
て
、
５
年
度
よ
り
、
町

民
及
び
関
係
者
に
対
し
、
ニ
ー

ズ
調
査
を
実
施
し
て
、
ま
ち
づ

く
り
活
動
を
実
装
す
る
上
で
の

課
題
を
検
討
す
る
。

学
校
に
お
け
る
活
動
に
つ
い
て

は
、学
校
だ
け
で
は
な
く
、ゴ
ー

ル
が
「
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う

こ
と
に
強
く
共
感
さ
れ
、
大
久

野
小
が
全
学
年
で
取
組
む
方

向
で
、
具
体
的
な
調
整
段
階
に

入
っ
て
い
る

※
1 

認
知
症
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

※
2  

バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ー

（
仮
想
現
実
）

等
の
活
用
で
、
女
性
が
自
由
な

働
き
方
で
就
労
が
で
き
安
定
し

た
収
入
を
得
ら
れ
る
環
境
の
後

押
し
は
必
要
と
考
え
る
が
見
解

を
伺
う
。

女
性
が
長
い
人
生
を
経
済
的
困

窮
に
陥
る
こ
と
な
く
生
活
で
き

る
力
を
つ
け
る
こ
と
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
り
、
新
た
な
ス
キ
ル

を
身
に
つ
け
る
機
会
は
重
要
と

な
っ
て
い
る
。
国
や
都
の
動
き

に
も
注
視
し
、
他
自
治
体
の
先

進
事
例
、
好
事
例
も
参
考
に
し

な
が
ら
女
性
の
デ
ジ
タ
ル
人
材

の
育
成
に
つ
い
て
町
に
合
っ
た

支
援
の
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

ＱＡ
（
町
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

Ｑ

Ａ
（
課
長
）

東京大学が開発したニンプロを活用しての
認知症勉強会が開催されました

官学連携覚書締結式

縄な
わ

井い 

貴き

代よ

子こ

濵は
ま

中な
か 

直な
お

樹き
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防
災
対
策
に
つ
い
て
問
う

「
東
京
都
の
新
た
な
被
害
想
定
」

を
踏
ま
え
防
災
対
策
を
ど
う
反

映
さ
せ
て
い
く
の
か
。

今
後
も
、
関
係
法
令
の
改
定
、

国
の
防
災
基
本
計
画
や
東
京
都

地
域
防
災
計
画
の
改
定
等
に
合

わ
せ
日
の
出
町
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
を
行
い
、
町
の
防
災

対
策
へ
反
映
す
る
。

要
配
慮
者
と
さ
れ
る
町
民
の
想

定
人
数
を
伺
う
。

令
和
４
年
8
月
13
日
時
点
で
延

べ
３
，
２
６
７
名
。

避
難
行
動
要
支
援
者
の
支
援
体

制
に
つ
い
て
、
現
在
の
取
り
組

み
状
況
は
。

シ
ス
テ
ム
更
新
に
伴
い
改
め

て
名
簿
登
載
へ
の
同
意
を
頂

け
た
方
は
、
全
体
の
約
30
％
、

９
３
６
名
で
あ
る
。

職
員
採
用
の
現
状
と
人
員
配
置

に
つ
い
て
問
う

令
和
４
年
度
の
職
員
の
採
用
試

験
の
結
果
に
つ
い
て
。

受
験
者
数
は
、
一
般
事
務
職
が

80
名
、
採
用
人
数
が
13
名
、
内

町
が
協
定
を
締
結
し
て
い
る
包

括
的
協
働
・
連
系
に
つ
い
て
問

う亜
細
亜
大
学
と
の
今
後
の
展
開

に
つ
い
て
。

亜
細
亜
大
学
と
人
的
、
知
的
資

源
の
交
流
及
び
物
的
資
源
の
活

用
を
図
り
、
相
互
に
協
力
し
て

人
材
育
成
と
地
域
社
会
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

包
括
的
協
働
・
連
携
協
力
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

施
設
の
貸
し
出
し
の
詳
細
に
つ

い
て
。

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
内
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
み
で
、
年
会

費
２
千
円
。
１
回
の
利
用
に
つ

き
５
０
０
円
と
聞
い
て
い
る
。

利
用
可
能
日
は
、
毎
週
木
、
土
、

日
の
午
前
９
時
か
ら
夕
方
の
６

時
ま
で
。

観
光
資
源
を
活
用
し
た
地
域
活

性
化
に
つ
い
て
伺
う

観
光
客
確
保
に
向
け
た
取
組
み

に
つ
い
て
。

情
報
発
信
の
方
法
と
し
て
は
、

電
子
、
紙
、
と
大
き
く
２
種
類

定
後
辞
退
者
数
２
名
。

過
去
５
年
間
で
日
の
出
町
在
住

者
は
何
名
か
。

採
用
者
45
名
中
、
日
の
出
町
の

方
は
10
名
で
全
体
の
20
％
で
あ

る
。

人
員
配
置
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
考
え
方
で
実
施
さ
れ
て
い
る

か
。

「
職
員
の
人
事
異
動
基
準
」
を

定
め
て
お
り
、
職
員
の
経
歴
、

適
正
、
希
望
等
を
踏
ま
え
、
原

則
３
年
以
上
を
基
準
に
人
事
異

動
を
実
施
す
る
。

昨
年
度
職
員
の
超
過
勤
務
で
最

大
時
間
数
は
。

年
間
で
５
３
７
時
間
、
月
で
は

１
１
３
時
間
が
最
大
。

機
構
改
革
に
つ
い
て
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

時
機
を
捉
え
行
っ
て
い
く
。

で
電
子
媒
体
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
Ｔ
ｗ

ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
な
ど
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
し
て
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な

情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

多
言
語
が
話
せ
る
ガ
イ
ド
の
採

用
に
つ
い
て
。

観
光
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
は
、
町

の
関
連
団
体
が
独
自
に
活
動
。

観
光
ガ
イ
ド
の
雇
用
や
、
案
内

の
委
託
な
ど
の
事
業
は
行
っ
て

い
な
い
。
今
後
は
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
需
要
等
で
多
言
語
化
の
必

要
性
は
増
す
も
の
と
考
え
て
お

り
、
現
在
は
観
光
協
会
と
関
連

団
体
の
連
携
に
よ
る
ガ
イ
ド
の

養
成
事
業
等
で
町
の
観
光
に
対

す
る
関
連
人
員
を
増
や
す
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。

ＱＡ
（
町
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
町
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
町
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

地域と連携したASIA大学日の出キャンパス

東ひ
が
し　

 　

亨
と
お
る

木き

住し

野の 

智と
も

行ゆ
き
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土
砂
等
に
よ
る
埋
立
て
盛
土
の

規
制
に
関
し
て

危
険
な
盛
土
等
を
全
国
一
律
の

基
準
で
包
括
的
に
規
制
す
る

「
宅
地
造
成
等
規
制
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
」
が
令
和
４

年
５
月
27
日
公
布
さ
れ
た
。
直

接
の
許
認
可
権
と
規
制
権
限
を

有
す
る
東
京
都
と
の
連
携
、
町

の
基
本
方
針
を
伺
う
。

盛
土
問
題
は
、
広
域
自
治
体
で

あ
る
都
と
基
礎
自
治
体
の
町
が

適
切
な
役
割
分
担
の
下
、
緊
密

に
連
携
す
る
こ
と
が
重
要
。
規

制
区
域
指
定
の
際
、
現
状
を
踏

ま
え
積
極
的
に
申
し
出
を
行
う
。

現
況
の
土
砂
等
の
埋
立
て
箇
所

の
監
視
、
新
た
な
盛
土
の
情
報

な
ど
都
と
緊
密
に
連
携
し
、
町

民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
事
を

最
優
先
と
し
て
厳
し
く
監
視
し

て
い
く
。

「
日
の
出
町
土
砂
等
に
よ
る
土

地
の
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す

る
条
例
」
を
遵
守
す
る
た
め
定

期
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
や
土
砂
等

の
流
出
が
あ
っ
た
場
合
の
処
置
、

教
育
関
係
全
般
に
つ
い
て

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
基

づ
く
教
科
等
の
特
質
に
応
じ
た

活
用
方
法
に
つ
い
て
。

学
び
を
深
め
る
効
果
的
活
用
や

教
育
研
究
課
題
指
定
校
に
お
け

る
文
系
・
理
系
・
実
技
の
３
部

会
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
等
の
実
践
を

積
み
重
ね
て
い
る
。

個
に
応
じ
た
多
様
な
指
導
の
取

組
内
容
は
。

少
人
数
指
導
、
学
習
支
援
員
、

授
業
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

よ
り
一
斉
型
指
導
か
ら
個
に
応

じ
た
指
導
へ
の
転
換
を
図
る
。

成
年
後
見
人
制
度

「
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
ひ
の
で
」

の
支
援
概
要
は
。

相
談
・
普
及
啓
発
・
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
活
用
・
後
見
人
等
の

サ
ポ
ー
ト
、
専
門
相
談
な
ど
。

申
立
て
費
用
、
後
見
費
用
等
の

補
助
は
。

補
助
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
国
の

動
向
等
を
見
な
が
ら
研
究
す
る
。

町
の
組
織
に
つ
い
て

業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
シ
ス
テ

都
と
連
携
し
て
の
改
善
命
令
な

ど
町
と
し
て
の
責
務
は
重
い
、

監
視
体
制
な
ど
伺
う
。

埋
立
て
数
は
、
大
久
野
玉
の
内

の
３
か
所
あ
り
、
町
道
に
土
砂

が
崩
落
し
１
年
以
上
経
過
し
て

い
る
工
区
、
本
年
９
月
の
台
風

で
盛
土
崩
落
に
よ
り
赤
道
木
道

が
破
損
し
、
通
行
止
め
に
な
っ

て
い
る
工
区
等
が
あ
り
、
各
工

区
に
つ
い
て
は
雨
水
浸
透
層
の

水
処
理
、
排
水
の
施
工
が
未
実

施
で
あ
り
、
土
砂
崩
落
に
よ
る

災
害
が
懸
念
さ
れ
る
。
多
摩
環

境
事
務
所
を
通
じ
、
事
業
者
へ

の
指
導
強
化
、
安
全
性
が
確
保

さ
れ
る
ま
で
土
砂
の
搬
入
を
禁

止
す
る
等
の
要
請
を
行
っ
て
い

る
。
町
と
し
て
も
、
パ
ト
ロ
ー

ル
を
平
日
毎
日
実
施
し
て
い
る
。

ム
化
の
取
組
は
。

様
々
な
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
業

務
の
効
率
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
費
用
対
効
果
を
検
証
し
、

国
の
※ 1

Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
の
取

組
項
目
も
検
討
中
。

地
域
住
民
の
参
画
、
人
材
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
は
。

住
民
参
加
条
例
は
未
制
定
で
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
も
今
後
研
究

す
る
考
え
。

業
務
委
託
の
件
数
は
。

継
続
的
委
託
が
２
８
５
件
、
単

発
的
な
委
託
が
１
８
０
件
で
計

４
６
５
件
。

事
務
分
掌
に
つ
い
て
。

日
の
出
町
組
織
条
例
で
課
の
設

置
、
事
務
分
掌
を
定
め
る
。
現

在
10
課
、
26
係
を
設
置
。

現
在
令
和
６
年
４
月
開
設
に
向

け
た「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」

の
体
制
整
備
や
デ
ジ
タ
ル
化
推

進
体
制
等
の
課
題
に
取
り
組
む

べ
き
と
考
え
て
い
る
。

※
1  

各
自
治
体
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
す

た
め
、
２
０
２
０
年
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
「
デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ

メ
ン
ト
実
行
計
画
」
に
基
づ
き

作
成
さ
れ
た
計
画
。

ＱＡ
（
町
長
）

Ｑ

ＱＡ
（
室
長
）

ＱＡ
（
室
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

Ｑ

Ａ
（
課
長
）

Ａ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

玉の内地区盛土現場

川か
わ

脇わ
き 

敏と
し

徳の
り

嘉か

倉く
ら 　

治
お
さ
む
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帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成

を
問
う
。

現
在
、
国
の
厚
生
科
学
審
議
会

に
お
い
て
、
効
果
や
安
全
性
等

議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。
国
や

都
の
動
向
及
び
町
の
財
政
状
況

を
見
極
め
判
断
す
る
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係
る
資
源
循

環
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
を

う
け
、
町
の
取
り
組
み
を
問
う
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
だ
け
を
町

が
単
独
で
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
法
に
基
づ
く
指
定
法
人
に
引

き
渡
す
こ
と
は
人
口
規
模
や
費

用
面
か
ら
も
現
実
的
で
な
い
。

西
秋
川
衛
生
組
合
の
管
内
で
は

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
助
燃
材
と
し

て
焼
却
。
燃
料
を
く
べ
る
こ
と

に
な
れ
ば
、
逆
に
Ｃ
Ｏ
２
が
排

出
さ
れ
る
課
題
が
あ
り
、
現
在

協
議
中
で
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
支
援

と
し
て
、
子
ど
も
の
均
等
割
の

負
担
軽
減
を
問
う
。

法
改
正
に
伴
い
、
令
和
４
年
度

か
ら
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
均
等
割

自
治
会
館
に
つ
い
て

耐
震
状
況
に
つ
い
て
。

28
あ
る
自
治
会
館
施
設
の
内
、

第
１
、９
自
治
会
館
が
旧
耐
震

基
準
で
設
計
さ
れ
て
お
り
、
耐

震
診
断
調
査
を
行
い
、
そ
の
結

果
に
基
づ
き
、
第
１
、９
自
治

会
館
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
耐

震
補
強
工
事
を
行
い
、
町
内
の

自
治
会
館
の
耐
震
化
は
完
了
し

て
い
る
。

自
治
会
委
託
に
つ
い
て

自
治
会
が
管
理
し
て
い
る
公
園

遊
具
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
。

破
損
等
に
よ
り
使
用
で
き
な
い
、

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
等
の
状

況
は
承
知
し
て
い
る
。
撤
去
も

視
野
に
入
れ
、
子
ど
も
の
遊
び

場
の
在
り
方
、
遊
具
の
設
置
管

理
も
含
め
、
今
後
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

長
井
地
区
の
太
陽
光
発
電
施
設

に
つ
い
て

太
陽
光
発
電
施
設
の
状
況
に
つ

い
て
。

「
東
京
都
に
お
け
る
自
然
の
保

護
と
回
復
に
関
す
る
条
例
」「
森

額
の
２
分
の
１
を
減
額
し
て
い

る
。

現
在
の
助
成
額
は
未
就
学
児
ま

で
約
１
３
２
万
円
。
18
歳
ま
で

拡
大
す
る
と
約
２
８
０
万
円
の

増
額
と
な
る
。
更
な
る
軽
減
策

は
、
町
独
自
に
行
う
必
要
が
あ

り
、
赤
字
の
拡
大
に
つ
な
が
る

負
担
軽
減
は
考
え
て
い
な
い
。

出
産
一
時
金
の
実
態
に
見
合
う

改
善
を
問
う
。

岸
田
総
理
が
「
出
産
一
時
金
の

大
幅
な
増
額
を
早
急
に
図
る
」

と
発
言
。
決
定
は
さ
れ
て
い
な

い
が
、
国
の
動
向
に
注
視
し
改

正
が
あ
れ
ば
、
速
や
か
に
対
応

す
る
。

林
法
」
の
許
可
を
受
け
、
令
和

元
年
６
月
に
住
民
説
明
会
を
実

施
、
同
年
７
月
か
ら
工
事
開
始
、

４
年
10
月
末
に
工
事
が
完
了
し
、

併
せ
て
調
整
池
の
工
事
も
完
了

し
て
い
る
。

水
路
の
開か
い

渠き
ょ

状
況
に
つ
い
て
。

太
陽
光
パ
ネ
ル
、
調
整
池
等
の

設
置
完
了
に
伴
い
、
具
体
的
な

計
画
書
類
の
提
出
を
求
め
た
と

こ
ろ
、
令
和
４
年
12
月
末
業
者

選
定
、
令
和
５
年
１
～
３
月
中

に
近
隣
説
明
、
同
年
４
月
着
手

予
定
と
回
答
が
あ
り
、
町
で
は
、

水
路
開
渠
工
事
の
早
期
着
手
等

を
要
望
し
た
。

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
。

施
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
確
認

し
、
工
事
完
了
ま
で
継
続
的
に

監
視
し
て
い
く
。

ＱＡ
（
町
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
町
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

長井地区に設置された太陽光パネル

折お
り

田た 

眞ま

知ち

子こ

平ひ
ら

野の 

隆た
か

史し
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ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
視
点
か
ら
、

日
の
出
町
の
小
中
学
校
の
男
女

混
合
名
簿
は
ど
う
な
り
ま
し
た

か
。

現
在
４
校
が
導
入
し
、
令
和
５

年
度
か
ら
は
全
校
が
導
入
す
る

準
備
を
し
て
い
る
。

小
中
学
校
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
に
は
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
デ
メ
リ
ッ

ト
に
は
電
磁
波
を
浴
び
る
子
供

た
ち
の
健
康
被
害(

頭
痛
、
疲

労
、
め
ま
い
、
し
び
れ
、
集
中

困
難
等)

の
こ
と
が
言
わ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
対
策
に
つ
い
て
。

文
部
科
学
省
が
出
し
て
い
る

「
児
童
生
徒
の
健
康
に
留
意
し

て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
た
め
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
に
は
、
電
磁

波
の
影
響
に
つ
い
て
は
示
さ
れ

て
な
い
が
、
今
後
情
報
収
集
等

を
行
い
、
適
切
に
対
応
し
て
い

く
。

旅
す
る
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
に
つ
い

て今
年
は
何
頭
飛
ん
で
き
た
か
。

玉
の
内
ふ
れ
あ
い
農
園
で
１
頭
、

商
工
観
光
振
興
計
画
に
つ
い
て

観
光
ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な
可

能
性
に
つ
い
て
。

日
の
出
町
の
状
況
は
、
策
定
当

時
の
状
況
か
ら
大
き
く
変
化

し
、
直
近
の
話
題
で
は
梅
ケ
谷

ト
ン
ネ
ル
の
開
通
に
よ
り
観
光

客
の
移
動
が
容
易
に
な
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
今
後
の
予
定

は
、
関
係
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
通
し
、
商
工
業
・
観
光

の
振
興
に
つ
い
て
具
体
的
な
意

見
を
聞
き
、
既
存
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
再
検
討
を
行
い
、
新

た
な
計
画
を
策
定
す
る
。

肝
要
の
里
の
駐
車
場
を
Ｒ
Ｖ

パ
ー
ク
化
に
つ
い
て
。

施
設
の
設
置
に
あ
た
り
国
費
が

投
入
さ
れ
て
お
り
、
現
状
と
し

て
導
入
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

設
備
設
置
の
初
期
投
資
や
周
辺

に
与
え
る
影
響
等
を
整
理
し
、

研
究
し
て
い
く
。

ド
ロ
ー
ン
活
用
で
災
害
対
策
と

町
お
こ
し
に
つ
い
て
。

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
災
害
対

策
は
有
用
と
考
え
る
が
、
様
々

日
の
出
山
荘
５
頭
。

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の
好
む
草
「
フ

ジ
バ
カ
マ
」
を
来
年
も
植
え
て

欲
し
い
。

フ
ジ
バ
カ
マ
は
地
下
茎
の
多
年

草
の
た
め
、
新
た
に
植
え
な
く

て
も
生
え
て
く
る
と
予
想
さ
れ

る
の
で
様
子
を
み
た
い
。

文
化
財
に
つ
い
て

文
化
財
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ

い
て
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
関
し
て
は
、

総
務
課
で
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
の

構
成
を
取
り
ま
と
め
、
各
所
管

で
は
、
関
連
す
る
項
目
は
、
リ

ン
ク
付
け
す
る
よ
う
作
成
し
て

い
る
。
他
市
町
村
に
比
べ
て
見

や
す
さ
に
劣
る
と
こ
ろ
が
あ
る

の
で
、
他
の
良
さ
を
参
考
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
努
め
る
。

な
機
能
を
有
す
る
機
体
を
考
慮

す
る
と
高
価
な
も
の
と
な
り
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
、
操
縦
者

の
選
定
な
ど
課
題
を
整
理
し
、

研
究
を
し
て
い
く
。

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
、
平
成
30

年
度
か
ら
「
秋
川
流
域　

空
の

旅
」
に
て
日
の
出
町
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
や
秋
川
流
域
の
魅
力
を

動
画
で
発
信
し
て
き
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
の
状
況
を
鑑
み
、
本
年

は
断
念
し
た
が
、
引
き
続
き
同

媒
体
を
活
用
し
魅
力
を
発
信
、

町
お
こ
し
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

ＱＡ
（
室
長
）

ＱＡ
（
室
長
）

Ｑ

ＱＡ
（
町
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

Ａ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

Ａ
（
課
長
）

玉の内ふれあい農園の
フジバカマとアサギマダラ

物流や防災に活躍するドローン

中な
か

西に
し 

千ち

恵え

清し

水み
ず 　

浩
ひ
ろ
し
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学
校
給
食
に
つ
い
て
問
う

「
あ
き
る
野
市
・
日
の
出
町
新

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
共
同
整
備

に
関
す
る
基
本
協
定
書
」
の
締

結
に
つ
い
て
、
進
捗
は
。

７
つ
の
基
本
理
念
の
実
現
に
取

り
組
む
た
め
、
両
教
育
委
員
会

を
中
心
に
協
議
を
進
め
て
い

る
。

協
議
の
中
で
栄
養
教
諭
や
保
護

者
等
の
意
見
の
聴
取
は
行
う
か
。

必
要
に
応
じ
て
専
門
部
会
を
設

け
る
。

日
の
出
町
推
進
計
画
に
て
学
校

給
食
の
役
割
を
述
べ
て
い
る
が
、

具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

東
京
都
派
遣
の
栄
養
士
に
よ
る

食
育
授
業
を
全
校
に
対
し
て
実

施
し
て
い
る
他
、
学
校
給
食
連

絡
会
に
て
課
題
の
共
有
を
行
う

な
ど
し
て
い
る
。

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
に
つ
い
て
。

現
状
議
題
に
上
が
っ
た
こ
と
は

な
い
が
、
今
後
事
例
が
紹
介
さ

れ
れ
ば
参
考
に
し
て
い
く
。

地
場
産
農
作
物
の
利
用
に
つ
い

て
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
伺
う

会
員
の
高
齢
化
で
全
国
的
に
事

故
率
が
上
が
り
重
篤
化
の
傾
向

も
み
ら
れ
る
中
、
安
全
確
保
策

の
強
化
が
課
題
と
な
る
が
、
安

全
対
策
の
講
習
な
ど
行
っ
て
い

る
か
。

「
安
全
管
理
委
員
会
」
を
設
置

し
、
会
員
の
健
康
と
安
全
に
関

す
る
対
策
を
推
進
す
る
な
ど
、

委
員
会
を
毎
月
開
催
し
て
安
全

対
策
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、７
、

８
月
を
安
全
就
業
強
化
月
間
と

し
、
啓
発
活
動
と
し
て
会
員
へ

チ
ラ
シ
の
配
布
や
、
７
月
27
日

に
開
催
の
、
東
京
仕
事
財
団
主

催
「
安
全
リ
ー
ダ
ー
研
修
」
へ

の
参
加
を
は
じ
め
、
９
月
８
日

開
催
「
第
６
ブ
ロ
ッ
ク
安
全
就

業
研
修
会
」、
９
月
27
日
開
催

「
刈
払
機
取
扱
初
心
者
講
習
」

等
、
会
員
の
安
全
対
策
に
努
め

て
い
る
。

事
故
に
備
え
、
民
間
の
傷
害
保

険
の
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
る

が
、
今
ま
で
に
起
こ
っ
た
事
故

優
先
的
に
地
場
産
農
作
物
を
使

用
し
、
献
立
表
に
マ
ー
ク
を
付

け
る
な
ど
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

観
光
産
業
の
今
後
に
つ
い
て
問

う登
山
だ
け
が
目
的
の
方
に
つ
る

つ
る
温
泉
付
近
町
有
地
駐
車
場

を
有
料
化
す
る
検
討
は
。

現
状
で
は
検
討
し
て
い
な
い
。

白
岩
の
滝
周
辺
の
整
備
に
つ
い

て
。

設
備
の
改
良
は
難
し
い
が
、
肝

要
・
三
ッ
沢
の
エ
リ
ア
で
総
合

Ｐ
Ｒ
を
推
進
す
る
等
、
認
知
度

を
向
上
さ
せ
て
い
く
。

は
あ
る
か
。

「
シ
ル
バ
ー
団
体
障
害
保
険
」

に
加
入
し
て
い
る
。
就
業
中
ま

た
は
就
業
途
上
等
で
の
ケ
ガ
等

を
し
た
場
合
は
、
各
自
の
健
康

保
険
で
医
療
機
関
に
受
診
し
、

完
治
し
て
か
ら
保
険
申
請
を
行

い
、
保
険
給
付
が
受
け
ら
れ
る

制
度
。
主
な
事
故
は
、
２
年
度

は
、
傷
害
事
故
２
件
、
自
転
車

で
の
転
倒
事
故
、
蜂
刺
さ
れ
、

３
年
度
は
傷
害
事
故
１
件
、
蜂

刺
さ
れ
、
４
年
度
は
、
10
月
末

時
点
で
傷
害
事
故
は
発
生
し
て

い
な
い
。

ＱＡ
（
教
育
長
）

ＱＡ
（
所
長
）

ＱＡ
（
所
長
）

ＱＡ
（
所
長
）

Ｑ

ＱＡ
（
課
長
）

Ｑ

Ａ
（
所
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

Ａ
（
課
長
）

大お
お

澤さ
わ 

弘ひ
ろ

子こ

青あ
お

鹿し
か 

和か
ず

男お

安全対策が
重要
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再生紙を使用しています。

ロシアのウクライナ侵攻から早１年が経過しようとし
ています。

この１年で、世界中がエネルギー危機や食糧危機、
気候危機などに、さらされているという事がよくわかり
ました。そして世界中をコロナ感染症が巡っています。

どの危機も、一つの国だけでは解決できません。世
界中が協力し問題の解決に当たることが求められてい
ます。仲良くすることでこの地球が保たれているという
事を、今一度考える必要があるのではないでしょうか。

今すぐできることは、国内の食料の自給率を上げる
事ではないでしょうか。

日の出町でも、先人の優れた知識を受け継ぐ取り組
みが求められています。

危機を回避するために・・・・。
 編集委員長　折田 眞知子

議会だより編集委員議会だより編集委員
  木住野 智行　　縄井 貴代子　　濵中 直樹
  中西 千惠　　　折田 眞知子　　大澤 弘子
       （編集委員長）

〒190-0192 西多摩郡日の出町平井2780　TEL 042（588）5148（直通）　FAX 042（597）4369

国指定重要無形民俗文化財「下平井の鳳凰の舞」
を含む民俗芸能が、「風

ふ

流
りゅう

踊
おどり

」として、ユネスコ
無形文化遺産に登録されました。
これを祝して、12月１日に庁舎前の広場にお
いて、ユネスコ無形文化遺産「風流踊」を祝う
会が行われました。

祝　
ユネスコ世界遺産登録
下平井の鳳凰の舞

日 月 火 水 木 金 土
2/19 20 21 22 23 24 25

議会運営
委員会

26 27 28 3/1 2 3 4
本会議

（議案審議）
本会議

（一般質問）

5 6 7 8 9 10 11
本会議

（一般質問）

総務
まちづくり
常任委員会

厚生文教
常任委員会

議会運営
委員会

12 13 14 15 16 17 18
予算決算
常任委員会

19 20 21 22 23 24 25
本会議

（議案審議）

3月定例会日程（予定）

会議日程は、変更となる場合があります

請願・陳情は！
　3 月の定例会では、2月 15日までに受理したも
のについて審議します。それ以降の受付の場合は、
次回定例会で審議することになります。
　平成 28年 9月 20日より、日の出町議会請願及
び陳情取扱要綱が制定されました。
○　件名は、おおむね50字以内、趣旨、及び理由は

合わせておおむね1,500字以内としてください。
○　郵送された陳情書は、要望書扱いとなります

ので、必ず陳情者が持参してください。（開庁
時にご来庁願います。）

○　その他、詳しいことは議会ホームページの、
日の出町議会請願及び陳情取扱要綱または議
会事務局まで問い合わせください。

お詫びと訂正
　日の出町議会だより204号「みらい」（令和４年１１月
１日発行）において、下記のとおり誤りがありましたので、
訂正いたしますとともに深くお詫び申し上げます。
表紙　下部タイトル
誤）「ひのでポーツフェスティバル2022」開催！
正）「ひのでスポーツフェスティバル2022」開催！


